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1. はじめに 

 近年のソフトウェア開発 PBL (以下, SDPBL と

する)では, チーム間のコミュニケーションや成果

物管理に, Slack[1]や GitHub[2]などの実際の開発

現場でも用いられているツールが使われてきて

いる. この時, それぞれのツールの長所と短所を理

解し, 適切に使い分けることは重要である[3].  

また, 一般にソフトウェア開発ではコミュニケ

ーションの結果が成果物に反映されることがし

ばしばあり, 成果物とコミュニケーションとが密

接に関連していることが指摘されている[4]. 

しかし, コミュニケーションと成果物管理のた

めにそれぞれ異なるツールを用いている SDPBL

では, コミュニケーションや成果物の情報が各々

のツールに分散してしまうため[5], コミュニケー

ションツールから議論に関連付く成果物を参照

することや, 成果物管理ツールから成果物に関連

付くコミュニケーション(議論)を参照することが

困難である. 

そこで本研究では, 成果物管理ツールとコミュ

ニケーションツールの両方を用いた SDPBL にお

いて, 相互に関連のある情報の参照が容易に行え

るコミュニケーション支援環境を開発・運用し, 

その評価を行うことを目的とする.  

2. 関連研究と本研究の位置付け 

2.1. コミュニケーションツール上からの成果物の

参照 

Slackに導入できる Slackbotと呼ばれる botのう

ち, “GitHub” (https://slack.github.com/)では, すでに

GitHubとの連携が行われている. しかし, この bot 

の主な機能は GitHub からの通知のみにとどまっ

ており, 実際の成果物の参照は困難である.   

2.2. 成果物とコミュニケーションの関連付け 

ShinGiTai[4], Jazz[6], Artifact Buddy[7]はいずれ

も成果物とコミュニケーションの関連付けを行

っている研究である. 表 1 に成果物とコミュニケ

ーションの関連付けの実現方法をまとめた.  

表１ 関連研究のまとめ 

システム名 関連付け実現の方法 

ShinGiTai 成果物をシステムに登録でき, 成果物同

士の関連付け及び, 成果物と BBS の関

連付けを行っている. 

Jazz Eclipseプラグインとして実装. ソースコ

ードの各行に注釈をつけることで関連

付けを実現している. チームメンバーの

ログイン状況を確認でき, チャットなど

のコミュニケーション機能も搭載.  

Artifact 

Buddy 

Live Messengerのバディとして成果物を

個人/グループのチャットスペースに招

待することで関連付けを実現している. 

また, 任意のコマンドを成果物に送信す

ることによってドキュメントの版管理

も実現している.  

2.3. 本研究の位置付け 

 2.1 項では Slack から GitHub を参照できるよう

にすることの妥当性を, 2.2項では成果物とコミュ

ニケーションとを関連付けることの妥当性を確

認できた. 

上記のことがらと 1節をふまえ, 本研究では, 以

下の 2点を同時に満たす環境によってコミュニケ

ーション支援を行うことを考えていく. 

・ コミュニケーションツール上から成果物を参

照できる 

・ 成果物管理ツールから, 成果物に関連のある

コミュニケーション(議論)を参照できる 

3. 本研究のアプローチ 

3.1. 開発するシステムの概要 

本研究では, 以下の 2つの要件を満たす Slackbot

を開発する.  

・ Slack上で GitHub上の成果物を参照できる 

・ GitHub において成果物の差分に関連のある

過去の Slack上の議論を参照できる 

bot による処理の実行は, Slack 上でのコマンド

送信によって実現する . 実装したコマンドは ,  

Issue作成コマンド, 成果物ダウンロードコマンド, 

議論開始コマンド, 議論終了コマンド, コミットコ

マンド, PullRequest作成コマンド, ユーザー情報取

得コマンドの 7つである.  

3.2. Slackにおける GitHub上の成果物と議論との

関連付け 
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GitHub上の成果物を Slack上で関連付けるため

には, チャットを遡った際に, どの成果物に関する

話し合いが行われていたか, その成果物の当時の

バージョンの内容はどうであったかが確認でき

るようにする. このために, 成果物ダウンロードコ

マンドを実行する.  

 
図 1 開発したシステムを組み込んだ Slack画面 

図 1に示すように, Slackでは markdown などで

書かれたソースコードをスニペットとして投稿

でき, 画面に表示したまま会話ができるため, 成果

物を参照しながら議論を行えるようになる.  

3.3. GitHubにおける Slack上の議論と成果物の関

連付け 

Slack上の議論を GitHub上で関連付けるために

は, Slackでの議論の内容をコミットメッセージと

して pushする. このために, 議論開始コマンド, 議

論終了コマンド, コミットコマンドを実行する.  

 
図 2 GitHub上でのコミット画面 

図 2に示すように GitHubのコミット画面では

編集されたファイルの差分が表示されるため, 成

果物の差分に関連のある議論を参照できるよう

になり, これを蓄積していくことができる.  

3.4. 本システムを利用したコミュニケーションの

流れ 

 本システムを利用するにあたって, Slack 及び

GitHub でのコミュニケーションの流れは以下の

ように想定しており, 各手順の際に使用できる本

システムのコマンドを示す.  

  1. GitHubから成果物の最新版を pull 

 ・成果物ダウンロードコマンド 

  2. Slack上での議論を開始 

 ・議論開始コマンド 

3. 議論が終了 

 ・議論終了コマンド 

4. commitおよび push 

 ・コミットコマンド 

  5. 1〜3 を繰り返し, 編集を完了させる 

6. PullRequestを登録  

 ・PullRequest作成コマンド 

上記の手順によって成果物と議論を相互に参

照しながら作業を進めることができるため, 関連

付けができたといえる.  

4. まとめ 

 本稿では, GitHub及び Slackを活用した SDPBL

に対するコミュニケーション支援の方法につい

て考察し, その支援環境を開発した. 現在, 開発し

たシステムを実際の SDPBLに導入し, その評価を

行っているところである.  
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